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変化の記号による表現を試みた。
臨床例は， 140例で，肺シンチグラムと胸部X線像を，
各疾患別に比較検討すると，原発性肺癌では，肺門型，
転移性肺腫療では，肺門淋巴腺腫型で，両者の変化に，
差が認められた。乳癌術後照射側では，変化範囲に応じ
て，一定の形態変化を示し，縦隔腫虜では，放射線治療
による血流増加が，肺シンチグラム上よく表われた。 
39. 各種麻酔剤と肝血流量の変動について
真家雅彦〈研究生6年〉
各種麻酔剤による肝血流量の変化を交叉熱電を用いて
連続的に測定し，併せて物理的心脈管力学的分析法であ
る Wezler氏法を用いその関連性について観察した。 
① フローセン 
0.5%，1%，2%各濃度について肝血流量は高濃度にな
るに従い減少の傾向にあり，それぞれ 1時間値にて麻酔
前値に比し 7%，10%，15%の減少を示した。また，全
身循環との関連性は認め難い。 
② ぺントレン 
0.5%，1%について肝血流量はそれぞれ 1時間値 7%， 
26%の減少を示し，循環系には強い抑制作用を認めた。 
③ エーテ Jレ 
5%，10%，20%各濃度について肝血流量は漸増傾向を
示しそれぞれ 1時間値 25%，26%，6%の増加を示した。
心拍出量，分時送血量はともに不変ないし減少の傾向に
あった。
以上 Fluothane，Penthraneは循環系に強い抑制作用
を認めた。肝血流量と全身循環との関連性は認め難い。 
40.体外循環における Sludging現象
ーとくに赤血球の集落化の原因について-
堀部治男(研究生 6年〉
赤血球の Sludging現象は現行体外循環法の決定的障
害の lつである。本現象の原因が血液が酸素に直接接触
する酸化機構にあると考え，酸素負荷血について種々の
角度より検討し次のような結論を得た。 
i) 血液に酸素を負荷すると溶血が起こり，血疑中に 
s-Globulin位の蛋白質が増加する。 
i) 血液に酸素を負荷すると血球に傷害を与え，血球
の変形および細胞膜に変化を起こす。 
ii) Sludgingを起こす条件としては，血疑蛋白質の
変性と傷害赤血球の 2者の共容が不可欠である。 
iv) フィブリン，栓球の存在は必須条件ではない。 
v) 本現象の対策には血液と酸素との直接接触をさけ
る酸化機構，すなわち membrane oxygenatorの実用
化が望まれる。 
41.胃炎ならびに胃潰療における胃壁および所属リン
パ節の組織病理学的研究
岡村隆夫(研究生 6年〉
胃炎および胃潰療の発生について種々の学説があるが
いずれのをとるにせよ，その所属リンパ節の変化を見る
ことはその発生についての手がかりをつかめるかも知れ
ない。
研究材料は当外科切除胃 60例を用い，胃は小皆，前
壁，後壁の三方向に，所属リンパ節は肉眼的に確認で、き
たものを Hilusを含む長軸に切片作製。疾患別では慢
性胃炎 14例，急性亜急性胃潰蕩 5例，慢性胃潰蕩 17例，
多発性胃潰蕩 7例，十二指腸潰蕩 12例〈うち穿孔例 4
例)，胃，十二指腸潰蕩 5例となる。また各疾患別に粘膜
の変化を過形成性胃炎，過形成萎縮性胃炎，萎縮性胃炎
に別けリンパ節の反応態度を成熟型，障害型，萎縮型の
三つに分類し比較検討を試みた。胃炎群ではリンパ節の
個数も少なく， リンパ節の反応は成熟型が多く潰蕩群で
はリンパ節の個数も多く，障害型が多く見られ両者の聞
には差がある。その二つの疾患を中心に急性潰虜例，多
発性潰虜例についても比較検討した。 
42. 胃嚢移植法による胃酸分泌機序の研究
佐藤 通(研究生 6年〉
細小血管吻合器を用いた直接血管吻合法により，完全
に腹部神経を除外した自家ならびに同種遊離移植胃嚢を
作製し得た。これは胃分泌機序解明に有力な手段を提供
し得たと思うので，二，三の新しく得た知見とともに発
表した。
同一犬に順次， Heidenhain氏胃嚢， Gregory氏胃
嚢，自家遊離移植胃嚢を作製，改造，移植して， 24時間
採取，ならびに食餌刺激， Gastrin刺激， Histamin刺
激による遊離塩酸分泌成績を比較した。 
Heidenhain氏胃嚢が Gregory氏胃嚢になると分泌
量はある程度増加し， Gregory民胃が頚部に自家遊離
移植された場合，分泌量はいちじるしく増加した。
ただし Histamin刺激では有意の差は認められなか
った。
また，同一犬両側頚部自家ならびに同種移植胃嚢の分
泌機能は同一 levelを示した。 
43.腎同種移植の実験的基礎的研究
軽部達夫(研究生6年〉
教室では数年来腎移植の実験を行なっているが，私は
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今回，雑種成犬を用い，腎自家移植および同種移植を行
ない，移植腎の病態生理ならびに血清学的問題について
検討し報告する。
血管吻合は動脈は全例中山式動脈吻合器，静脈は中山
式静脈吻合器，または手縫法で行なった。
自家移植腎で経時的腎クリアランス測定および病理組
織学的検討を行ない，移植腎が血流遮断神経離断および
異所性移植の影響に対して充分に機能を回復維持できる
ことを明らかにした。
腎同種移植の実験ではイムラン 3，.4mgjkg連日投与
を行なった 13例の最長生存日数は 56日，平均生存日数 
20日であった。
血清学的問題として Donor赤血球の Recipient血
清による凝集反応を 9例に行ない， 5例に未処理赤血球
とNagase処理赤血球に対する凝集素の上昇を認め，他
の4例は Nagase処理赤血球に対する凝集素の上昇を認
めたが未処理赤血球に対する凝集素は出現しなかった。 
44.特発性食道拡張症に関する研究
ーとくに臨床例および実験例の病理組織学的検
討ー
紅谷 周(研究生6年〉
特発性食道拡張症における Auerbach神経叢ならび
神経節細胞の変性は諸家により報告されている。今回臨
床例 35例，動物実験例 25例について， Hema toxy lin-
Eosin染色， Mallory染色， Niss1染色，鍍銀染色， 
MAO染色および ChE染色を用い検索した。その結果
は次のごとくであった。
①従来報告されているごとく， Auerbach神経叢お
よび神経節細胞に，臨床例，実験例とも著明な変性像を
認めた。②知覚神経線維は，臨床例のほぼ全例に変化
をみたが，実験例ではほとんど変化が認められない。③
臨床例ならびに動物実験例のうち両頚迷切群では MAO
活性度の低下を認めたが， P.M.P.投与群では低下がみ
られなかった。④ ChE染色では臨床例および P.M.P.
投与群で染色性の低下がみられた。⑤正常対照例にお
いてもある程度，神経節細胞の変性を認めるために，数
量的にこれをみた。すなわち，動物実験例において食道
拡張をきたした症例は，食道全長および食道胃接合部の
神経節細胞数のうち，変性した神経節細胞数が 35%以
上に起こっていた。 
45.特発性食道拡張症に関する臨床的研究
ーとくに食道噴門部電気内圧曲線による病態生理
と術式の検討一
塩田彰郎(研究生6年〉
特発性食道拡張症を食道内圧面から検討するため，正
常 34例，本症 32例ならびに術後 34例に電気内圧曲線
検査を施行した。
本検査による正常食道の静止圧および鴨下に続く内圧
変化の基本型を検討し，本症の病態生理を考察する基準
とした。
本症内圧曲線の特徴はいくつかあげられるが，この特
徴より本症を二型に分類し，陽性波の出現しているもの
をA型，陽性波のまったく出現していないものおよびほ
とんど平低下しているものを B型とした。この分類と擢
病期間X線像，臨床症状には平行関係がみられた。
本症に対する術式として噴門切除術， Heyrosky氏法
兼幽門成形術， Wende1民法および Heller氏法の四術
式につき術前術後の比較を検討した。
これによれば，術前陽性波の出現している症例では術
後も出現するが，術前消失しているものでは術後も出現
しないものが多く，本症の手術々式の選択にあたって
は，病態生理に適したものを選ぶべきであると考える。 
46. 胃直接加温法に関する研究
ーとくに胃下垂症に対する治療効果について一
川口幸夫(研究生6年〉
実験的に，適当な条件による胃直接加温が胃機能に好
影響を与え，かっ安全，容易に施行できることを知った
ので，臨床的に胃下垂症の治療法として用いた。
胃内に挿入した，パノレーン中に温水を濯流させ胃粘膜
表面温度 44度前後，加温時間 30，.60分とし，胃下垂症
患者 43例に対し，反覆加温を含め 51回にわたる胃加温
を施行した。
加温中および加温後，とくに問題となる副作用はな
く，胃酸分泌は 30分加温群で充進， 60分加温群では抑
制傾向がみられるが，試験液排池時間はともに短縮し，
胃内容排出能の促進が認められる。
愁訴も大部分，軽快ないし消失し，体重の増加も認め
られるが，一部， 3カ月以降再発傾向がみられる。
現在までに効果判定をなしえた 40例中，著効 9例を
含め，効果の有ったもの 36例， 90%に達する。
本法は，外来でも容易に施行でき，その適応をえらべ
ば，胃下垂症の治療法として有効なものであると考え
る。
